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石岡市の公共施設白書の発刊に当たって 

 

石岡市では，昭和４０年代頃か

ら人口の増加や市民ニーズなどに

対応するため，学校，保育所，公

民館，スポーツ施設，市営住宅な

ど様々な公共施設や道路・上下水

道などの都市基盤施設の整備を進

めてきました。こうした公共施設

の多くは，現在，老朽化が進行し，

今後は，大規模な改修や建て替え

が必要となるばかりでなく，これ

らが同時期に集中することも懸念

されています。また，少子・高齢

化や人口減少など社会状況の変化

とともに，公共施設を取り巻く環

境も大きく変化しつつあることか

ら，今後は，将来を見据えた公共

施設のあり方について，様々な検

討が必要となっており，いずれの

公共施設も，その機能や役割につ

いて改めて見直すことが求められ

てきています。 

一方で，市の財政状況は自主財

源の根幹である市税が生産年齢人

口の減少等により減少していくと

ともに，平成２８年度からの普通

交付税合併算定替の縮減により，

地方交付税も減少する見込となっ

ています。また，支出においては，

障害者福祉費や生活保護費などの

扶助費に加え，介護保険や後期高

齢者医療に対する繰出金など社会

保障経費の増加が見込まれていま

す。 

このような状況下において，将

来にわたり適切な公共サービスの

提供と持続可能な財政運営を両立

させるためには，経常的な経費の

抑制につながる公共施設の維持管

理経費の削減に向けて取り組むこ

とは必要不可欠となります。 

そのため，市が保有し管理運営

している公共施設について，全体

像を明らかにするとともに，その

機能や配置状況，利用状況や稼働

状況，施設運営に要する経費や施

設の老朽度等について実態を把握

するため，その基礎的な資料とな

る「公共施設白書」を作成いたし

ました。 

今後は，「公共施設白書」と「市

民アンケート」から明らかになっ

た実態や課題を様々な角度から整

理・分析した上で，本市の公共施

設のあるべき姿について，市民の

皆様と共に検討していきたいと考

えています。 

皆様のご理解とご協力を心より

お願い申し上げます。 

 

 

 

 

平成２８年３月 

石岡市長 今 泉 文 彦
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～ 本書を読む際の注意事項 ～ 

 

 

1. 本白書では，「平成 26 年度」データを基本に調査を行っています。 

2. 第 3 章の施設一覧，建物総合評価結果などでは，「平成 27 年度」データを使用していま

す。 

3. 本白書では，次のような端数処理をしています。 

・文章中の合計数値は，「億円」，「万円」で記載しているため，グラフ等の数値と一致し

ないことがあります。また，「約」を付けずに表記している場合があります。 

・図及び表のデータ数値は，端数処理をしているため，合計と一致しない場合があります。 

 

 

 



 


